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中宮寺は聖徳太子の御母穴穂部間人皇后の御願によっ
て、太子の宮居斑鳩宮を中央にして、西の法隆寺と対照的
な位置に創建された寺であります。その旧地は、現中宮寺
の東方三丁の所に土壇として残っておりましたのを、発掘
調査しましたところ、南に塔、北に金堂を配した四天王寺
式配置伽藍であったことが確認され、それは丁度法隆寺
旧地若草伽藍が四天王式であるのに応ずるものといえま
しょう。http://www.chuguji.jp/

東洋美術における「考える像」で有名な、思
惟半跏のこの像は、飛鳥時代の彫刻の最
高傑作であると同時に、わが国美術史上、
あるいは東洋上代芸術を語る場合にも欠か
すことの出来ない地位を占める作品であり
ます。また国際美術史学者間では、この像
の顔の優しさを評して、数少い「古典的微笑
(アルカイックスマイル)」の典型として高く評

価され、エジプトのスフィンクス、レオナルド・
ダ・ヴィンチ作のモナリザと並んで「世界の
三つの微笑像」とも呼ばれております。

半跏の姿勢で左の足を垂れ、右の足を膝
の上に置き、右手を曲げて、その指先きを
ほのかに頬に触れんばかりの優美な造形
は、いかにも人間の救いをいかにせんと思
惟されるにふさわしい清純な気品をたたえ
ています。斑鳩の里に伝統千三百余年の
法燈を継ぐ中宮寺の、この像は、その御本
尊として永遠に私たちを見守ってくださるで
しょう。

天寿国曼荼羅繍帳

日本最古の刺繍遺品として知られる「天寿国
曼荼羅繍帳」は、推古天皇三十年（622）、聖

徳太子の妃である橘大郎女が、太子薨去の
のち、図像をつくって太子往生の姿をお偲び
したいと、宮中の采女に命じて、太子が往生
なされている天寿国のありさまを刺繍せしめ
られたものです。






